
田
た

中
なか

愛
まな

美
み

さん

　

若
者
か
ら
受
け
る
相
談
は
、

ネ
ッ
ト
通
販
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
、

美
容
に
関
す
る
契
約
で
の
詐
欺

に
関
す
る
も
の
が
多
い
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
で
あ
ふ
れ
て

い
る
現
在
、
契
約
は
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に

は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
周
り

の
人
は
、
悩
ん
だ
り
困
っ
た
り

し
て
い
る
若
者
が
相
談
し
や
す

い
環
境
を
作
っ
て
も
ら
え
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
各
市
町
に
は
消
費
生
活
相
談

窓
口
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
成
人
に
な
る
と
保
護
者
の
同

意
な
し
で
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
が

で
き
、
4
月
か
ら
は
18
・
19
歳

の
人
も
自
分
の
意
思
で
契
約
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
責
任
を
負
う
の
も
自

分
自
身
。
未
成
年
が
保
護
者
の

同
意
な
く
行
っ
た
契
約
は
取
り

消
す
こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

新
た
に
成
人
と
な
る
18
・
19
歳

の
人
は
未
成
年
者
取
消
権
が
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
契
約
時
に
は
契
約
書
を
し
っ

か
り
読
み
、
家
族
や
先
生
に
相

談
す
る
な
ど
し
て
自
分
の
身
を

守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活相談員（菊陽町・大津町）

各自治体に設置している
消費生活センターや消費
生活相談窓口で相談を受
け付ける専門員。中立・
公正な立場で、商品や
サービスなど消費生活全
般の問い合わせやトラブ
ルの解決に努めています。

答
え
は

  

次
の
ペ
ー
ジ
！

国
連
で
採
択
さ
れ
た
子
ど
も
の

権
利
条
約
で
も
18
歳
未
満
を

「
児
童
（
子
ど
も
）」
と
定
義
。

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ

る
こ
と
で
、
若
者
の
自
立
と
社

会
参
加
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
検
討
の
始
ま
り
は
平
成
19
年

制
定
の
「
日
本
国
憲
法
の
改
正

手
続
に
関
す
る
法
律
（
国
民
投

票
法
）」。
少
子
高
齢
化
が
続
く

中
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
若
者
も

活
躍
で
き
る
よ
う
、
18
歳
か
ら

選
挙
権
や
成
人
と
し
て
の
権
利

を
認
め
、
大
人
の
意
識
と
自
覚

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
公
職
選

挙
法
や
民
法
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
も
18
歳
を
成
人
と

す
る
国
が
多
く
、
平
成
元
年
に

【写真】 「菊陽杉並木公園さん
さん」の階段を登る新成人に
なる皆さん。左から梅

うめ

島
しま

葵
あおい

さ
ん（菊陽町）、平

ひら

田
た

一
かず

斗
と

さん（菊
池市）、佐

さ

藤
とう

さくらさん（大津
町）、吉

よし

田
だ

将
まさ

長
なが

さん（合志市）。
4月からは新成人として大人
の仲間入りを果たします

できること、
できないことを
 一緒に考えよう！
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